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福岡県労連 検　索検　索検　索

まかせて安心！
充実の補償内容

掛金お手頃！
ワイドな補償

対人賠償共済

他人に住宅を
貸している方 自家にお住まいの方 アパート・借家などに

お住まいの方

人身傷害共済・
搭乗者傷害共済

対物賠償共済
車両共済

人をはねてしまった！
相手にケガをさせた！

住宅のみ
加入できます

住宅・家財ともに
加入できます

家財は最高保障住宅は最高保障

（150口）（300口）
1，500円3，000円

家財のみ
加入できます

自分がケガをした！
乗っている人がケガをした！

他人の車やものを
壊してしまった！ ご契約のお車が壊れた！

福岡県何でもファイブ  【人口増減率・増加】 第1位：新宮町 2.52％　第2位：粕屋町 1.54％　第3位：福津市 1.17％　第4位：福岡市 1.02％　第5位：太宰府市 0.79％ 「住民基本台帳人口」（平26.1.1/平25.3.31）

お問い合わせは 　全労連共済福岡県支部　☎092-433-1833

》》自動車共済自動車共済

全 労 連 共 済

》》火災共済火災共済

第88回

こんな時に！自動車共済がサポートします！こんな時に！自動車共済がサポートします！

住宅も家財も大きな安心！！住宅も家財も大きな安心！！
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博
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民
党
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メ
ー
ル　

nikai_201212@
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保
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興
治
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民
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法
改
正
推
進
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03 -3508 -3870　
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ー
ル　

tokyo@
yasuoka.org

　第88回メーデーは、5
月 1日好天のもと「働く
者の団結で生活と権利、
平和と民主主義を守ろ
う！」のスローガンで、
県内9会場3,000人が参加
して開催されました。
　天神中央公園で行われ
た福岡県中央統一メー
デーは、900人が参加。主
催者を代表して、江口実
行委員長（県春闘共闘議
長）は、過労自死した電
通の高橋まつりさんの事
件に触れ、「アベ働き方改
革」を批判、「働くルール
の確立」を呼びかけ、「共
謀罪の廃案」も訴えまし
た。
　集会は、リレートーク、
デコ・プラ展の表彰のあ
と、天神繁華街をデモ行
進しました。

月
は
１
０
０
時
間
を
基
準

値
と
す
る
、
④
月
45
時
間

を
超
え
る
時
間
外
労
働
は

半
年
分
を
超
え
な
い
こ
と

と
す
る
、
と
過
労
死
ラ
イ

ン
月
80
時
間
を
超
え
た
水

準
を
容
認
す
る
内
容
で
す
。

労
使
合
意
で
は
、「
上
限

規
制
は
、
罰
則
付
き
で
実

効
性
を
担
保
す
る
」
と
し

て
ま
す
が
、
月
45
時
間
・

年
３
６
０
時
間
の
原
則
に

つ
い
て
は
、あ
く
ま
で「
近

づ
け
る
努
力
が
重
要
で
あ

る
」
と
し
て
、
各
企
業
職

場
に
よ
る
自
主
規
制
に
委

ね
て
い
る
だ
け
で
す
。

　

厚
生
労
働
省
の
「
健
康

づ
く
り
の
た
め
の
睡
眠
指

針
２
０
１
４
」
に
は
、「
睡

眠
不
足
は
、
仕
事
の
能
率

を
低
下
さ
せ
る
。
睡
眠
不

足
は
、
疲
労
や
心
身
の
健

康
リ
ス
ク
を
上
げ
る
だ
け

で
な
く
、
作
業
能
率
を
低

下
さ
せ
、
生
産
性
の
低
下
、

事
故
や
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ

ラ
ー
の
危
険
性
を
高
め
る

可
能
性
が
あ
る
」
指
摘
し

て
い
ま
す
。

　

総
務
省
は
、
先
日
「
地

方
公
務
員
の
時
間
外
勤
務

に
関
す
る
実
態
調
査
」
の

結
果
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

労
働
安
全
衛
生
法
は
、
長

時
間
労
働
者
に
医
師
に
よ

る
面
接
指
導
実
施
を
義
務

付
け
、
事
業
者
に
も
様
々

な
こ
と
を
義
務
付
け
て
い

ま
す
。
職
場
で
の
労
働
安

全
衛
生
活
動
も
職
場
改
善

に
大
き
な
役
割
を
発
揮
し

ま
す
。

　

安
倍
「
働
き
方
改
革
」

の
柱
で
あ
る
残
業
規
制
に

つ
い
て
、
連
合
と
経
団
連

は
3
月
13
日
に
労
使
合
意

し
ま
し
た
。
4
月
27
日
か

ら
厚
生
労
働
省
労
働
政
策

審
議
会
で
審
議
が
始
ま
っ

て
い
ま
す
。

　

連
合
と
経
団
連
の
合
意

文
書
は
、「
過
労
死
・
過

労
自
殺
ゼ
ロ
を
実
現
」
す

る
こ
と
を
う
た
う
一
方
で
、

一
時
的
な
業
務
量
の
増
加

が
や
む
得
な
い
特
定
の
場

合
の
上
限
に
つ
い
て
は
、

①
年
間
の
時
間
外
労
働
は

月
平
均
60
時
間
・
年
７
２

０
時
間
以
内
と
す
る
、
②

休
日
労
働
を
含
ん
で
2
ケ

月
な
い
し
6
ケ
月
平
均
は

80
時
間
以
内
と
す
る
、
③

休
日
労
働
を
含
ん
で
、
単

シ
リ
ー
ズ
働
き
方
改
革
②

許
す
な
過
労
死
合
法
化

メーデーメーデー

ささえあっ
て

広げる安心

北九州地区（勝
山公園）

福岡地区（天神
中央公園）

筑後地区（久留
米市・小頭町公

園）
直鞍地区（直方

市・須崎公園）

県内9ヵ所に
働く仲間集う

平和と民主主義、
働くルールを確立しよう！

ル

htt
//kantei go jp/

か
ら
「
ご
意
見
・
ご
感
想
」
の
ペ
ー
ジ
へ

福

共
謀
罪

共
謀
罪（
テ
ロ
等
準
備
罪
）

（
テ
ロ
等
準
備
罪
）強
行
採
決
反
対
！

強
行
採
決
反
対
！

み
ん
な
の
抗
議
の
意
を
示
そ
う
！

み
ん
な
の
抗
議
の
意
を
示
そ
う
！

がんばろう！
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核
兵
器
廃
絶
の
大
き
な
チ
ャ
ン
ス

「
ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際
署
名
」を
国
連
に
届
け
よ
う

現
在
と
将
来
の
日
本
を
考
え
る
う
え
で
重
要

最
低
生
計
費
試
算
調
査
学
習
会

広
島
県
労
連
招
い
て
取
り
組
み
学
ぶ

県民負担増の
県単位化は許されない

公
正
・
公
平
な
最
賃
委
員
任
命
を

今後の日程  6月1日㈭県社保協国保部会　6月2～3日 全労連非正規・パート交流集会　6月3日㈯いかんよ貧困・福岡学習会（北九州市）　6月5日㈪いかんよ貧困・福岡宣伝行動　6月12日㈪日本機関紙協会九州地方本部理事会、県労連4役会議　6月19日（月）県労連幹事会　6月22日（木）メーデー実行委員会

核
兵
器
禁
止
条
約
策
定
へ
世
界
が
動
く

ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際
署
名
の
重
要
性
学
ぶ

　

3
月
27
日
か
ら
31
日
ま

で
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
国

連
本
部
で
「
核
兵
器
禁
止

条
約
」
の
交
渉
会
議
（
第

1
会
期
）
が
開
催
さ
れ
、

人
類
史
上
初
め
て
核
兵
器

を
違
法
な
も
の
と
し
て
法

的
に
拘
束
す
る
条
約
策
定

に
向
け
た
論
議
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
こ
の
会
議

に
は
、
各
国
政
府
代
表
だ

け
で
な
く
、
被
爆
者
を
は

じ
め
と
し
た
市
民
社
会
の

代
表
も
参
加
し
ま
し
た
。

唯
一
の
戦
争
被
爆
国
で
あ

る
日
本
政
府
代
表
の
高
見

沢
軍
縮
大
使
が
、
会
議
の

冒
頭
、
こ
の
交
渉
会
議
に

反
対
し
、
議
場
か
ら
退
場

し
た
こ
と
は
、
核
兵
器
廃

絶
を
願
う
ヒ
バ
ク
シ
ャ
、

日
本
国
民
の
思
い
を
踏
み

に
じ
る
も
の
と
し
て
批
判

さ
れ
ま
し
た
。

　

交
渉
会
議
で
は
、
日
本

原
水
爆
被
害
者
団
体
協
議

会
事
務
局
次
長
の
藤
森
俊

希
氏
が
発
言
し
、
自
ら
の

被
爆
体
験
と
ヒ
バ
ク
シ
ャ

の
核
兵
器
廃
絶
へ
の
切
実

な
思
い
が
、
各
国
代
表
や

参
加
者
の
共
感
を
呼
び
ま

し
た
。
6
月
15
日
か
ら
の

第
2
会
期
で
は
、
核
兵
器

　

藤
森
氏
は
、
被
爆
者
と

国
連
会
議
の
エ
レ
ン
・
ホ

ワ
イ
ト
議
長
が
懇
談
し
た

際
に
、「
会
議
で
の
被
爆

者
の
証
言
と
市
民
社
会
の

声
が
大
き
な
力
を
与
え
て

く
れ
た
」「
次
の
6
〜
7

月
の
会
議
で
は
、
た
く
さ

ん
の
署
名
を
持
っ
て
き
て

ほ
し
い
」
と
励
ま

さ
れ
た
こ
と
を
紹

介
し
、
核
兵
器
禁

止
条
約
実
現
の
た

め
に
、
今
「
ヒ
バ

ク
シ
ャ
国
際
署

名
」
を
国
連
に
届

　

4
月
15
日
、
核
兵
器
廃

絶
国
際
署
名
推
進
福
岡
県

連
絡
会
主
催
に
よ
る
「
核

兵
器
廃
絶
国
際
署
名
を
さ

ら
に
広
げ
よ
う
！
学
習
決

起
集
会
」
が
、
国
連
会
議

で
発
言
し
た
藤
森
俊
希
氏

を
講
師
に
迎
え
て
、
福
岡

市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

禁
止
条
約
を
採
択
す
る
こ

と
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、

核
兵
器
廃
絶
に
向
け
て
大

き
く
前
進
す
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

け
る
こ
と
の
重
要
性
を
訴

え
ま
し
た
。「
ヒ
バ
ク
シ
ャ

国
際
署
名
」
は
、
平
和
首

長
会
議
で
も
取
り
組
み
ま

す
。　

全
て
の
単
産
・
単

組
で
核
兵
器
廃
絶
の
世
論

を
大
き
く
広
げ
、
国
民
平

和
大
行
進
、
原
水
爆
禁
止

世
界
大
会
の
成
功
へ
と
つ

な
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

『
安
倍
晋
三
「
迷
言
」
録
』

『
安
倍
晋
三
「
迷
言
」
録
』

政
権
・
メ
デ
ィ
ア
・
世
論
の
攻
防

政
権
・
メ
デ
ィ
ア
・
世
論
の
攻
防

徳
山　

喜
雄

徳
山　

喜
雄  

著著

平凡社新書
2016年1月刊
定価780円+税

　

著
者
は
、
朝
日
新
聞
記

者
で
写
真
部
次
長
、
雑
誌

Ａ
Ｅ
Ｒ
Ａ
の
フ
ォ
ト
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
な
ど
を
務
め
、

マ
ス
コ
ミ
の
中
に
い
た
者

と
し
て
、
安
保
法
制
を
め

ぐ
る
安
倍
首
相
の「
迷
言
」

や
戦
後
70
周
「
安
倍
談

話
」、
自
民
党
の
マ
ス
コ
ミ

へ
の
圧
力
と
自
己
規
制
な

ど
を
た
ど
っ
て
い
る
。「
断

定
口
調
」「
レ
ト
リ
ッ
ク
」

「
感
情
語
」
と
い
う
「
安

倍
氏
一
流
の
言
葉
」（
ア
ベ

流
言
葉
）
と
新
聞
や
Ｔ
Ｖ

の
取
り
上
げ
方
な
ど
を
検

証
し
、
政
治
状
況
や
国
民

世
論
や
新
聞
や
Ｔ
Ｖ
な
ど

の
マ
ス
コ
ミ
も
二
極
す
る

状
況
に
対
し
て
憂
い
を
述

べ
て
い
る
。
著
者
は
本
書

●
「
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
の
被
爆
者
が
訴
え
る
核
兵
器
廃
絶
国
際
署
名
」（「
ヒ
バ
ク
シ
ャ

国
際
署
名
」）
は
、
２
０
２
０
年
の
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議
ま
で
に
、
世
界
で
数
億
の
署
名

を
目
標
に
昨
年
4
月
か
ら
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。「
ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際
署
名
」
は
、
福

岡
県
労
連
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ

て
い
る
。

　
『「
民
主
的
な
プ
ロ
セ

ス
」
を
無
視
す
る
か
の
よ

う
な
安
倍
政
治
へ
の
有
効

な
「
カ
ウ
ン
タ
ー
デ
モ
ク

ラ
シ
ー
」
と
は
、
ど
の
よ

う
な
も
の
だ
ろ
う
。ま
ず
、

言
葉
を
大
切
に
し
た
い
。

断
定
口
調
で
は
な
く
説
得

力
あ
る
言
葉
や
、
感
情
で

は
な
く
考
え
抜
か
れ
た
射

程
の
長
い
言
葉
に
よ
る
、

合
意
形
成
の
道
を
選
ぶ
べ

き
で
は
な
い
か
…
』
だ
か

ら
こ
そ
、
言
葉
を
考
え
て

選
び
、
組
合
員
と
住
民
と

の
合
意
形
成
を
図
り
、
言

葉
を
紡
ぐ
事
が
試
さ
れ
て

い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

 

（
か
け
た
に　

は
じ
め
）

この本
おすすめ

　

県
労
連
は
、
4
月
20
日

に
広
島
県
労
連
の
門
田
事

務
局
長
を
招
い
て
、
全
労

連
の
地
方
組
織
が
各
地
で

行
っ
て
い
る
「
最
低
生
計

費
試
算
調
査
」
の
広
島
の

取
り
組
み
を
学
ぶ
、
学
習

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

門
田
事
務
局
長
は
、
労

働
総
研
資
料
を
示
し
な
が

ら
「
年
収
３
０
０
万
円
の

結
婚
の
壁
」
で
、
結
婚
で

き
な
い
若
年
労
働
者
が
増

え
て
お
り
、単
に「
貧
困
」

が
深
刻
と
い
う
問
題
に
と

ど
ま
ら
ず
、
安
心
の
老
後

生
活
を
展
望
す
る
点
か
ら

も
、
現
在
と
将
来
の
日
本

を
考
え
る
う
え
で
重
要
だ
、

と
話
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
最
低
賃
金
が

　

第
50
期
福
岡
地
方
最
低

賃
金
審
議
会
労
働
者
代
表

委
員
（
定
数
5
、
任
期
は

今
年
4
月
か
ら
2
年
）
の

任
命
は
、
3
月
29
日
福
岡

労
働
局
か
ら
県
労
連
傘
下

の
候
補
者
が
「
任
命
さ
れ

な
か
っ
た
」
と
い
う
連
絡

が
個
々
の
組
合
に
あ
り
ま

し
た
。
今
回
、
県
労
連
は
、

5
名
の
推
薦
と
１
１
５
団

体
分
の
「
労
働
者
委
員
に

非
『
連
合
』
所
属
の
候
補

の
任
命
を
求
め
る
要
請

書
」
を
労
働
局
に
提
出
し
、

公
正
・
公
平
に
任
命
す
る

よ
う
強
く
要
請
。
合
同
庁

舎
前
で
最
低
賃
金
の
引
き

上
げ
と
公
正
任
命
の
宣
伝

行
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

4
月
17
日
、
今
回
「
任

命
さ
れ
な
か
っ
た
」
事
に

対
し
て
、
労
働
局
に
抗
議
。

当
局
は
「
経
歴
を
審
査
し

て
総
合
的
に
判
断
し
て
任

命
し
た
」「
要
請
の
主
旨

は
理
解
し
て
い
る
。
本
省

に
伝
え
る
」
と
答
え
ま
し

た
。
今
後
、
行
政
不
服
審

査
法
に
基
づ
く
異
議
申
し

立
て
を
行
う
予
定
で
す
。

　

県
労
連
も
参
加
す
る
福

岡
県
社
保
協
（
社
会
保
障

推
進
協
議
会
）
は
、
4
月

17
日
平
成
30
年
度
に
行
わ

れ
る
「
国
民
健
康
保
険
の

県
単
位
化
に
伴
う
諸
課
題

に
つ
い
て
」
県
保
険
医
療

介
護
部
医
療
保
険
課
と
懇

談
を
行
い
、
県
下
各
地
か

ら
31
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
県
労
連
か
ら
は
5
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

懇
談
で
は
、
保
険
料
に

大
き
な
影
響
を
与
え
る

「
納
付
金
と
標
準
保
険

料
」
の
公
表
や
「
滞
納
・

差
押
問
題
」「
国
民
健
康

保
険
法
第
44
・
77
条
減

免
」「
県
の
国
保
運
営
協

議
会
の
公
募
」「
各
市
町

村
国
保
の
自
主
性
と
裁
量

の
尊
重
」
な
ど
に
つ
い

て
、
質
問
と
意
見
が
山
の

よ
う
に
出
さ
れ
ま
し
た
。

算
疑
の
予
定
の
時
間
を
大

幅
に
超
過
し
ま
し
た
が
、

最
後
に
県
知
事
に
対
し
て

要
望
書
を
手
渡
し
終
了
し

ま
し
た
。
多
く
の
矛
盾
と

要
求
が
渦
巻
く
国
民
健
康

保
険
の
県
単
位
化
に
む
け

て
引
き
続
き
取
り
組
み
を

強
め
ま
す
。
ご
意
見
を
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

唯
一
の
被
爆
国
で
あ
る
日
本
の
市
民
運
動
が
発
信
し
続
け
て
き
た
核
兵
器
廃
絶
の
声
は
、
今
、
世
界
共
通

の
願
い
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
年
6
月
に
は
初
の
核
兵
器
禁
止
条
約
の
策
定
に
向
け
た
国
際
会
議
が
国
連
本

部
で
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
全
世
界
か
ら
核
兵
器
廃
絶
の
実
現
の
た
め
に
、
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
「
ヒ
バ

ク
シ
ャ
国
際
署
名
」や
平
和
行
進
に
取
り
組
む
中
で
、ゆ
る
ぎ
な
い
核
兵
器
廃
絶
の
声
を
ひ
ろ
げ
て
い
こ
う
。

生
活
保
護
基
準
と
か
い
離

し
て
お
り
、
な
ぜ
広
島
と

福
岡
の
最
低
賃
金
の
差
が

広
が
っ
た
の
か
と
問
い
か

け
、
労
働
者
が
「
健
康
で

文
化
的
な
最
低
限
度
の
生

活
を
営
む
こ
と
が
で
き

る
」
水
準
と
は
ど
う
あ
る

べ
き
か
と
話
を
進
め
ま
し

た
。
広
島
で
の
調
査
の
反

省
と
教
訓
を
述
べ
、
そ
れ

ぞ
れ
の
単
産
や
地
域
で
の

活
用
方
法
に
つ
い
て
も
触

れ
ま
し
た
。
今
秋
、
県
内

で
の
「
最
低
生
計
費
試
算

調
査
」
を
行
い
ま
す
。

各単産から30人が集いました▲提示された資料

２
０
１
７
国
民
平
和
大
行
進

２
０
１
７
国
民
平
和
大
行
進
77
月
九
州
へ

月
九
州
へ

「
国
民
平
和
大
行
進
」
は
、
今
年
は

7
月
14
日
に
大
分
県
か
ら
、
16
日
に

山
口
県
か
ら
、
22
日
に
熊
本
県
か
ら

福
岡
県
に
引
き
継
が
れ
、
7
月
26
日

に
佐
賀
県
に
引
き
継
ぎ
ま
す
。
詳
し

い
日
程
は
次
号
で
ご
案
内
し
ま
す
。

国民健康保険・県単位化にむけて県と懇談

福
岡
労
働
局
に
抗
議
行
動


